
年齢 

 

 

 

性別 

 

 

第1 回農業体験をどうしてお知りになりましたか？ 

 

 

 

今回の告知と情報に関して 

 

 

 

農業は初めてですか？ 

 

 

 

農業体験参加を決定したのはどなたですか？ 

 

 

 

ご自宅から京北までの時間は？ 

 

 

 

農業体験で注目していることは？ 

 

 

 

食の安全に付いてお尋ねします 

 

 

 

農業の何が知りたいですか？（複数回答可） 
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第1 回京北農業体験アンケート集計結果 （有効回答数16） 

ご協力ありがとうございました。 

1）　10～20代  0 

2）　20～30代 19 

3）　30～40代 81 

 

1）　男性 50 

2）　女性 50 

 

1）　知人から 75 

2）　ホームページ  6 

3）　その他 19 

 

1）　良い 27 

2）　普通 67 

3）　良くない 7 

 

1）　初めて 56 

2）　少し知識が有る 38 

3）　知識が有る 6 

 

1）　保護者 63 

2）　お子様 6 

3）　その他 31 

 

1）　2時間以上 31 

2）　2時間以内 13 

3）　1時間以内 56 

 

1）　子供の教育 19 

2）　収穫の期待 29 

3）　農業にたづさわる事 52 

 

1）　関心が有る 38 

2）　どちらかといえば関心が有る 50  

3）　関心が無い 13 

 

1）　作物の生育状態 28 

2）　収穫の喜び 52 

3）　農業そのもの 20

都市と農村との交流の機会があれば参加したいですか 

 

 

 

都市と農村の交流をどう考えますか 

 

 

 

あなたは、農村の役割として何を期待しますか（複数回答可） 

 

 

 

農村に滞在するとしたら、何をしたいですか（複数回答可） 

 

 

 

10月 下旬に収穫ですが、収穫に期待することは？ 

 

 

 

今回の作付け本数に関して 

 

 

 

参加費に関してお聞きします 

 

 

 

今回の企画についてお尋ねします 

 

 

 

農業指導者の方の説明はいかがでしたか 

 

 

 

除草作業にも参加したいですか？ 
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1）　ぜひ参加したい 31 

2）　条件次第では参加してみたい 69 

3）　参加したくない 0 

 

1）　交流する必要がある 81 

2）　交流する必要はない 0 

3）　分からない 19 

 

1）　食糧の供給 27 

2）　自然･景観の保全 64 

3）　都市住民の余暇の場 9 

 

1）　住民との交流 40 

2）　地元産の食材による食事 30 

3）　農業体験 30 

 

1）　期待する 100 

2）　あまり期待しない 0 

3）　期待しない 0 

 

1）　満足 88 

2）　やや不満 12 

3）　不満 0 

 

1）　高い 6 

2）　普通 81 

3）　安い 13 

  

1）　満足 81 

2）　やや不満 19 

3）　不満 0 

 

1）　良い 63 

2）　普通 37 

3）　良くない 0 

 

1）　ぜひ参加したい 31 

2）　条件次第では参加してみたい 69 

3）　参加したくない 0

構成比 
（％） 

構成比 
（％） 

評価 

評価 

●参加年齢 

参加年齢に50才代を入れなかった！ 

幼児や児童には難解なため、無回答。 

子供を持つ保護者の参加が圧倒的 

●男女の割合 

作付けの集計は見事にイーブンだが、 

収穫の時はどうなるのか？ 

●交流を通してのコラボレーション 

ぜひ+条件次第で、合わせて100％ 。 

方法を考えればニーズの掘り起こしは可能。 

都市部の参加者は交流を希望している。 

●交流の意識レベル 

質問１１と類似項目だが、自分は 

参加しなくても、交流する意識は高い。 

農村部の受入態勢整備も必要。 

●農村に期待する事 

意外な結果だ、都市生活参加者は、 

農村を食糧生産の場所として 

見ていない73 ％。 

●グリンツーリズムの布石 

参加するのであれば、全ての条件が揃う事を 

望んでいる。農作業をして、地産地消の 

食事、住民との語らいを望んでいる。 

●収穫の期待度 

やはり、収穫に期待感がある。 

●実際の作業や本数 

10本 ではどうかと思っていたが、 

意外と満足して頂いたようだ。 

畑の耕作も意外と面白いのでは？ 

●実費に関して 

気になっていた参加費だが、 

普通＋安い合わせて、94％。 

今後の主催者の努力が必要。 

●参加側から見た企画について 

もう少し掘り下げたいが、参加費・作付け 

本数とのからみがある。次回収穫で、 

やや不満の原因を究明したい。 

●現地指導の説明等 

高橋氏の人柄か好印象だった。 

良い＋普通合わせて100％。  

及第点だった。 

●その他作業の参加状況 

たずさわりたいと言う気持ちの表れだと 

思う。ぜひ+条件次第あわせて100％ 。 

中間で呼びかけてみる事も考えられる。 

●告知方法 

今回、告知時間が少なく（3週間） 

口コミが目立った。 

●情報量 

量質共にまずは、及第点と思われる。 

情報の何が知りたいのかを 

掘り下げる必要がある 

●参加者の農業知識レベル 

初めて及び少しあわせると94％ 。 

いかに都市部の人達が 

土に触れていないのかがわかる。 

●参加決定 

決定権は保護者にある。今回の調査では 

判別しにくいが、もう少し子供の年齢が 

上がると、違う結果も想像される。 

●距離的な問題点 

遠くは、尼崎市から参加者があった。 

平均時間は出しにくいが、結構遠くから 

参加がある。 

●農業の意義 

自分が農業をする事を目的にしている。 

次に、収穫そして、教育と続く。 

参加意義が作る喜びと見える。 

●毎日の食生活に関して 

農業体験参加者にしては、 

どちらかといえば+無いが63％は 

意外な結果だった。 

●農業の参加本質 

質問8と似ているが、結果を見たい 

という参加者の思いが見える。 

次いで、生育状況とたずさわる事と続く。 


